
 

 

 

 

 

 

 

   

 

第 15回「まいづる連携」講演会を平成 27年 8月 10日（月）18：00～19：40井原市民病院、 

理学療法室で開催しました。今回はいつも参加してくださる地元の医療介護関連の方々に加えて、 

市外・県外からも多くの参加がありました。 

平成 27年度の講演会（第 15回）は、四国大学短期学部 人間健康科介護福祉専攻 津田祐子教授

をお招きして演題「ＥＱトレーニング」多職種の皆様の参加ということで私たち医療介護の現場で 

起きる多種多様な問題に対応できるスキルの開発ということでご講演を賜りました。 

受講後のアンケートにたくさんの感想をお寄せくださりありがとうございました。 

                                   手記 渡邉栄子 

 

～今回の研究会の内容について～                  参加者総数 131名 

紙面の関係で下記に一部を掲載します。 

～アンケートの意見について～ 

・言葉が感情をつくるということの理論がわかりやすく教えて頂きありがとうございました。 

できることからやっていこうと思います。又機会があれば記録の話も聞きたいと思います。 

・いろいろ日々の中で参考になる言葉をありがとうございました。 

・ありがとうございました。遠くから来て頂き大変でしたでしょう。これからもご活躍されることを 

期待しています。 

・よいお話をありがとうございました。自分の感情を表す事が上手でないので、トレーニングして高めて

いきたいなと思いました。 

・とても良かったです。職場に持ち帰って少しでも職員に本日習ったことを伝えたいと思いました。 

・自分自身の仕事に活かしたいと思います。自分の仕事に生きがいを持って今後も望みたいと思います。 

・すばらしい言葉を見つけていきたいと思いました。 

・「感情」の使い方の大切さは、私にとって興味深い内容でした。先生が「自分の心がいつも曇っている

のはなぜか？」と考え「自分を知ること」により答えにたどり着いたと言われたことが、自分のことに

も重なりました。「言葉」に「感情」がついてくるということなので明るい言葉、積極的な言葉を使っ

て自分の心も人の心もポジティブになれるようにしたいと思いました。先生のお話しが聞けたことがと

てもありがたかったです。ありがとうございました。 
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園芸療法。 

平成 27年 8月 10日 



・わかりやすい講義ありがとうございます。あらためて他者との関わりを学ばせて頂きました。 

・講演会を聴いて自分感情について自分は理解力が不足していると思いました。感情のコントロールがう

まくできていないことに気づけてとても勉強になりました。自己中心的な考えがあるのでもっと 

相手のことも考え、行動できるように気をつけていきたいと思います。言葉から感情が生まれることを

初めて知りました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴーヤ日記 

今年は、今までに比べてしょぼいゴーヤ棚となりました。実はつけています。 

ひょうたんは綺麗な形のものが成りましたが、どのように処理したらよいかわかりません。 

どなたかひょうたんの加工をご存知ありませんか？知っている方をご紹介ください。 

よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

  

事務局の連絡事項よび次回の連絡の案内について 

  平成 27年 9月 14日（月）18:00～19:00  井原市民病院 理学療法室 

  テーマ：地域包括ケア会議について 地域包括センターより情報提供します。  

理学療法室にて開催予定   

 


